






















































































































を引き起こす点を、ヨーロッパの事例によって示している。Maria Mälksoo, “‘Memory 



















































































































9　たとえば、Christopher. S. Browning & Pertti Joenniemi, “Ontological security, self-articulation 
and the securitization of identity,” Cooperation and Conflict, 52: 1  (2017), pp. 31-47を参照。
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菌」扱いする子どものいじめとどれほどの違いがあるのか。このような状況に
おいては、不安を制御しようとすればするほど不安に陥るというジレンマも生
じる。
　本ワークショップから得た知見に基づいて考えた場合、最初に言えるのは、
ウイルス感染に対する不安に作為的なものはないのかを疑ってみることであ
る。ウイルスの感染拡大に対して不安を抱くこと自体は自然であろうが、それ
がメディアなどによって誇張・強調されることで、不安の行き場が一定の方
向̶̶たとえば、不安の原因を特定の集団に帰着させること、あるいは、同じ
ような行動をとらない人間を排除することの正当化̶̶に向けられることに注
意を払うべきである。不安の解消は長期にわたる試行錯誤の中で示されるもの
であり、プロセスを重視しない目的達成案を実行することによって生まれたひ
ずみが、別の問題を引き起こすこともある。ウイルス感染拡大による現代社会
の機能不全は、こうしたことを理解しない人間の問題点を突き付けているよう
に見える。
